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全部を終わらせませんでした。大変申しわけあ

りません。 

 フラワー長井線については上下分離方式で懸

案の経営改善がようやくスタートするというこ

とであります。計画を見せていただくと、５年

間で、これは自然減を抑えながらの数字であり

ますけども、輸送人員を５年間で１万7,400人

ふやすというふうな計画も持っておられると。

これ年間にしますと3,480人ふやすと。減って

いく分も含めての人数だと思いますんで、乗客

数の増だと思いますんで、単純にふえるという

ことじゃないわけですが、大変な経営改善の取

り組みだなというふうに思いますが、そうした

ことを考えますと、新車両の導入は将来どうす

るのか、当然黒字経営を５年後目指しておられ

るようですが、利用者、この間、白鷹町のあゆ

ーむでのシンポジウムでも、とにかく乗車料金

が高いのよというふうな声が高校生の中からも

出ましたし、今まで私の周辺の方々も、今泉ま

で送る、また山形のほうさ子供通ってっと、赤

湯まで送り迎えしてるなんて親御さんもいまし

た。ぜひその役員報酬等の見直しも含めて、経

営改善にじっくりと当たっていただくようお願

いを申し上げまして、ちょっと時間がなくて欠

けた分ありましたが、以上で一般質問を終了さ

せていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 赤間 広議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位９番、議席番号10番、

赤間 広議員。 

  （10番赤間 広議員登壇） 

○１０番 赤間 広議員 公明党の赤間 広でご

ざいます。今定例会最後の質問になりました。

私の質問は通告書のごとく、大きく３件であり

ます。よろしくお願いいたします。壇上にて質

問の概略を申し上げ、質問については質問席か

ら一問一答方式でさせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 １番目の質問は、市民の方からのご相談であ

りまして、先ごろ20年以上市営住宅にお世話に

なり、入居者が高齢化でひとり暮らしのため、

老人施設に入ることになり、市営住宅を退去す

ることになりました。そこで、退去時、畳、ふ

すまを全て新しくして出ていってほしい旨と、

新しくするための改装費として二十四、五万円

の請求書を提示されたとのことであります。当

然提示された方は大変驚かれたのは言うまでも

ありません。市担当者いわく、３年以上住み続

けられていると、全て新しくして退去してもら

うことになっているとの説明を受けたとのこと

であります。 

 私は本来の市営住宅の目的、使命を忘れたの

ではないかと言わざるを得ません。長井市営住

宅管理条例には利用基準として、第３条にあり

ますが、市は低額所得者の住宅不足を緩和する

ため、飛びます、住宅に困窮していることが明

らかなものであること云々と定められておりま

す。 

 国土交通省から敷金返還に関するガイドライ

ンというものが出されていますので、紹介させ

ていただきます。参考の上、ご回答いただけれ

ばと思います。裁判になると参考になることか

ら、現在は一般的な考え方として定着されつつ

あります。民間賃貸住宅における賃貸借契約は、

いわゆる契約自由の原則により、貸す側と借り

る側の双方の合意に基づいて行われるものです

が、退去時において貸した側と借りた側のどち

らの負担で原状回復を行うことが妥当なのかに

ついて、トラブルが発生していることがありま

す。こうした退去時における原状回復をめぐる

トラブルの未然防止のため、賃貸住宅標準契約

書の考え方、裁判例及び取引の実務等を考慮の

上、原状回復の費用負担のあり方について妥当
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と考えられる一般的な基準をガイドラインとし

て、平成10年３月に取りまとめたものであり、

平成16年２月及び平成23年８月には、裁判事例

及びＱ＆Ａの追加などの改定を行っております。 

 上記ガイドラインからすると、賃借人が10年

住むことによって畳、クロスの償却期間が終わ

っておりますので、補修費を出す必要はありま

せん。入居した年数によって入居者の負担金は

減っていくものとなっております。原状回復の

定義として、原状回復とは、賃借人の居住、使

用により発生した建物価値の減少のうち、賃借

人の故意、過失、善管注意義務違反、この善管

注意義務違反は例えば風呂の水を出しっ放しに

して忘れていて下に水が漏れたとか、雨が降っ

ているのに戸をあけっ放しにしていて畳、その

他フロアが汚れたなどということでありまして、

その他通常の使用を超えるような使用による損

耗、毀損を復旧すること。したがって、損耗等

を補修、修繕する場合の費用については賃借人

の故意、過失、善管注意義務違反、その他通常

の使用を超えるような使用による損耗等につい

ては賃借人が負担すべき費用とし、他方、例え

ば次の入居者を確保する目的で行う設備の交換、

化粧直しなどのリフォームについては、経年変

化及び通常使用による損耗等の修繕であり、賃

貸人が負担すべきとした。 

 また、日本敷金鑑定士協会によればですが、

返還する金額を一方的に大家さん、または不動

産業者が決定するのはおかしくありませんか。

汚れていたから、壊れていたから等の理由で交

換しましたが決まり文句です。補修費用の交換

費用は一般のリフォーム工事より５割高と言わ

れており、作業内容は同じなのですが、賃貸住

宅の原状回復工事となると、なぜか高額な見積

書が完成します。おまけに諸経費までつけてで

あります。 

 以上が一般的な考え方であります。参考にし

ていただければと思います。 

 次に、公明党では食品ロス問題に光を当て、

ことし５月に政府に対して食品ロスゼロを目指

す提言を提出し、消費者庁の基本計画改正に食

品ロス削減への取り組みが反映されました。さ

らに法整備を目指し、整備を進めております。

日本では、年間約2,797万トンの食品廃棄物等

が出ています。このうち食べられるのに捨てら

れている食品ロスは年間632万トン、農林水産

省及び環境省、平成25年度推計であります。こ

れは飢餓に苦しむ国への食糧援助量、平成26年

では約320万トン、約２倍の量であります。ま

た、日本人１人当たりに換算すると、お茶わん

約１杯分、約136グラムの食べ物が毎日捨てら

れていることになります。食品ロスの約半分は

一般家庭からのもので、約302万トンも発生し

ていると言われています。 

 そこで、私たちもこの問題を共有すべく、以

下の質問をさせていただきますのでよろしくお

願いいたします。 

○渋谷佐輔議長 赤間議員に申し上げます。一問

一答方式ですので、それは……。 

○１０番 赤間 広議員 概略を申し上げており

ます。 

○渋谷佐輔議長 質問席からお願いします。 

○１０番 赤間 広議員 間もなく終わりますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

 次に、３番目の質問は、第30回長井マラソン

大会についてであります。私の前にも２人の方

が質問されておりますので、重複すると思われ

ますが、よろしくお願いいたします。 

 多くの参加者、後援をしていただいた関係者

に多大なるご迷惑をおかけしました。どのよう

な経緯であったか、関係者の皆さんはもう終わ

ったことだからそっとしてほしいと思われるか

もしれませんが、そのようなわけにはいかない

ことは周知しておられると思います。 

 先日、11月24日に関係者が集まり、今回のこ

とについて最終判断されたとお聞きしました。
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どのようなことが決まったのか、興味があると

ころでございます。私が思うに、１年以上も前

から、さらにはそれ以上も前から今回のフルマ

ラソンの準備をされていた方がいらっしゃると

推測されます。そういった方々に対してどのよ

うに報いるか、おのずと道が見えるのではない

かと思います。 

 以上で壇上からの質問の概要を述べさせてい

ただきました。ご清聴ありがとうございました。

失礼します。 

（「質問は１件も入ってませんので……」の声

あり） 

○渋谷佐輔議長 入ってるよ。 

○１０番 赤間 広議員 概要ということでござ

います。 

 大変失礼いたしました。初めてでございますの

で、多少概要だけでございまして、何々しまし

たかとかというお尋ねは一切しておりませんの

で、この中では。 

○渋谷佐輔議長 ありましたよ、ありましたよ。 

○１０番 赤間 広議員 どこでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 一番最初。 

○１０番 赤間 広議員 えっ、そうですか。 

 初めに、建設課長にお尋ねいたします。 

 長井市市営住宅について、市営住宅の退去時

についての管理規定はあるか。どのようにある

か、お答え願います。 

○渋谷佐輔議長 多田茂之建設課長。 

○多田茂之建設課長 管理規定についてですが、

長井市営住宅管理条例において、入居者は当該

住宅を明け渡そうとするときは５日前までに市

長に届け出を出て、検査を受けなければならな

いとしており、住居の清掃や修繕等、原状回復

後、明け渡すことになります。退去に伴う修繕

につきましては、床や壁、柱、給排水施設等に

つきましては市が行いますが、障子、畳、ふす

まの修繕は入居者に行っていただくことになり

ます。そして、障子につきましては原則全て張

りかえ、畳については２年未満の入居者は原則

不要で、２年以上５年未満の入居者は畳の裏返

しが必要となります。そして、５年以上の入居

者は必ず張りかえが必要となっております。そ

してふすまについては３年未満の入居者は原則

不要、そして３年以上入居者は張りかえをする

必要が出てきます。これらは明け渡す際に状況

を見させていただき、判断することとなります

ので、状態によっては規定以上に修繕等が必要

となる場合もございます。そして、この退去時

の修繕につきましては入居時に説明を行い、書

面で同意をいただいているところでございます。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 わかりました。全くそ

のとおりでございます。 

 しかしながら、このたびのご相談というのは

20年も前に説明されたって課長はおっしゃるん

ですけれども、確かにそれはそのとおりかもし

れませんけれども、やはり市営住宅の本来の目

的っていうのは、やっぱりある程度の住宅困窮

者、それから生活に困っていらっしゃる方って

いうことが多いはずでございますので、ぜひそ

ういったところをもう少し考えていただければ

なというふうに思うところでございます。 

 それから、２番目になりますけれども、敷金

と原状回復について、今おっしゃられたことも

加味するんですけれども、どのようになってい

るかお尋ねいたします。 

○渋谷佐輔議長 多田茂之建設課長。 

○多田茂之建設課長 お答えします。 

 市営住宅の敷金につきましては、これも市営

住宅の管理条例におきまして、市長は入居者か

ら入居時における三月分の家賃に相当する金額

の範囲内において敷金を徴収することができる

としておりまして、また入居者が住宅を明け渡

すとき、これを還付する。ただし未納の家賃ま

たは損害があるときは敷金のうちからこれを控

除した額を還付するとしており、先ほど退去時
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についての管理規定で説明させていただきまし

た畳、ふすま、障子の修繕料に退去者の同意を

得ながら敷金を充当させていただいているとこ

ろでございます。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 わかりました。そのと

おりだと思うんですけれども、例えばですね、

病気やけが、失業時に市長が認めたときは家賃

の減免措置がありますが、その辺の適用ってい

うのはこの退去時については一切ないというよ

うな考えなんでしょうか。何の減免とかそうい

ったことはないのかということをちょっとお尋

ねします。 

○渋谷佐輔議長 多田茂之建設課長。 

○多田茂之建設課長 今ありました赤間議員の質

問につきましては、条例上は記載されておりま

せんので、ないものと考えております。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 家賃の減免措置があっ

て、出るときはないっていうのは本当に大変冷

たい、私がこういうのではなくて、今後ですね、

何か少し考えていただければなというふうに思

うところなんですけれども、とにかく敷金と原

状回復との開きがかなりあるということなんで

すね。この方は敷金として入ったとき６万円強

ぐらいだったかと思うんですけども、敷金とし

て預けられていたということで、今回で請求さ

れたのが二十四、五万円ということで、４倍強

ぐらいだったということでございます。こうい

ったことを今後、何かの対応をしていかないと、

次の質問にもこれ、入ってくるんですけれども、

かなり大変なことになると思うんですけれども、

その辺についての考えっていうのは、今言われ

たとおりに条例上の回答っていうことで、何も

ないですか。何も権限がないからっていうこと

ですか。もしあればよろしくお願いします。 

○渋谷佐輔議長 多田茂之建設課長。 

○多田茂之建設課長 敷金、普通家賃の二月分と

か三月分というふうに民間のほうのアパートで

もありますが、市営住宅の場合は一月の家賃が

とても安くて、三月分としましてもやっぱり５

万円とか６万円で、退去時のその修繕費用に充

てたとしても、どうしても自分のほうで追加し

て支払わなければならないというふうな状況に

なっておりまして、私どももそこはちょっと大

変であるなというふうには感じているところで

ございます。 

 それで、敷金を、家賃を上げるということも

なかなか厳しくて、そこら辺の解釈をどうして

いくかというところは本当にこれからの検討課

題だなというふうにも感じております。いろい

ろ議員の皆さんにも指導いただきまして、その

辺は考えていきたいなというふうに思っており

ます。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 そうですね、ぜひ今後

検討っていうか、考えていっていただきたいな

というふうに思うところでございます。例えば

先ほど課長が言われたとおり、２年は何もする

ことないみたいな話ですよね。そうすると、２

年目に入った人が、極端な話ですよ、そこから

１年ぐらいでやめていけば何にも、２年しか使

ってないところであれば、トータル的に個人が

使ったのが２年しかないとかっていうことであ

れば、それは送り送りになっていくっていうこ

とですよね。その原状回復の責めはないけども、

２年ぐらいだとずっと住んでいられるみたいな

話になるわけですよね、次の人がっていう意味

で。そういう基準、トータル的にはもう４年た

っているわけですけども、ですよね。初めの人

が２年で出れば、原状回復はすることない。次

の人も２年で出ていけば、当然２年だから、そ

の人は原状回復することないっていうことにな

りますよね。そういうときも恐らくあるんじゃ

ないかと思うんですけども、まさか前の人の分

まで通算されていくっていうことではないです
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よね。それにはちょっと、私の考えが間違って

いるんであれば、ちょっと教えていただきたい

んですけども。 

○渋谷佐輔議長 多田茂之建設課長。 

○多田茂之建設課長 今のご質問でございますが、

畳は２年、そしてふすまは３年の場合は、原則

修繕不要というふうになっておりますが、これ

は退去時に立ち会いして調査をさせていただき

まして、幾ら２年以下、３年以下となっており

ましても、壊れてたり汚れてたりしたら、その

ときは修繕していただくことになっております

ので、先ほどそういったご説明をしたつもりで

ございました。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 余りこんなところ、重

箱の隅をつついてもしようがないんですけども、

だけど、２年までいいとか、１年ならばいいみ

たいになると、トータル的に次の人が来れば３

年になるというわけで、そういう意味で私は申

し上げたんですけども、そういったことも決め

ていただいていけばいいかなと思います。 

 ３番目の質問なんですけれども、３年以上住

み続けられている戸数と、入居人、戸主の年齢

はどのようになっているか、50歳未満、50歳代、

60歳代の後半、前半の人数、それ以上の人数は

どのようになっているかお尋ねいたします。建

設課長にお願いいたします。 

○渋谷佐輔議長 多田茂之建設課長。 

○多田茂之建設課長 お答えします。 

 市営住宅におきましては、現在入居できる戸

数が160戸ありまして、そのうち150戸に入居さ

れている状況です。その中で、３年以上住み続

けられている戸数は138戸となっております。

また、入居されている世帯主の年齢構成ですが、

50歳未満が60戸、50歳から60歳が32戸、61歳か

ら65歳が21戸、そして66歳から70歳までが11戸、

最後に71歳以上が26戸となっております。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 ありがとうございます。 

 事前に資料として頂戴しておりまして、全く

そのとおりです。私が言わんとすることは、結

局３年以上住み続けられている人がもう138人

はいるということなんですよね。そうすると、

年齢も61歳以上であれば58戸の方がいらっしゃ

るということで、この方がずっと住み続けるっ

たって、命というのは限りあるわけですから、

それは一緒っていうわけには、一緒っていう、

そういう言い方じゃないんですけども、100年

も200年もっていうわけじゃないわけですので、

当然こういう問題っていうのはこれからどんど

ん出てくるんじゃないかというふうに思うわけ

です。ぜひやっぱり考えていただきたいのは、

これがどれがいいかっていうのは私もちょっと

わからないんですけれども、例えば３年ぐらい

になったらば、ある程度千円ぐらいの敷金の積

み立てとか、もともと敷金というのはその入っ

ている人のお金でありますから、積み立てとか

そういうふうにしていかないと、出るときに25

万円ぐらい払ってんげと言われたって、恐らく

これは大変なことで、無理じゃないかなという

ふうに思うんです。ぜひその辺のことも今後考

えていただきたいと思います。 

 私、前段、壇上で申し上げたのは、もちろん

これはあくまでも民間の賃貸住宅っていうこと

ですけれども、一応国土交通省のガイドライン

としてそういうのがあるということも知ってい

ただいて、これを準拠しろとかって市には言え

ないのかもしれないですけども、ある程度こう

いうのも見ていかないと。本来の市営住宅って

いうのはやっぱりそういう困った人に貸すって

いう、もうけようっていう意味じゃないわけで

すので、そういうことをしっかりともう少し考

えていっていただければ、これから３年以上住

み続けられている人がどんどんふえていくわけ

ですよね、これ。３年未満がまだ12戸しかない

んですけれども、138戸の方がもう３年以上住
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み続けられているということでありますので、

ぜひ検討していただければなというふうに思い

ます。 

 あとそれから、３年ぐらいたったら恐らく10

年前に言われたこと、20年前に言われたことっ

ていうのは、その契約書に書いてますよって言

ってしまえばそれまでなんですけども、それを

覚えてるっていうのは恐らく、いないとは言え

ねえんですけども、恐らくいやんねえと思うの

よ。そういうときのためにもやっぱり３年以上

たてばこれぐらいの金が出ていくときにかかり

ますよっていうような、そういうお話もしてい

ただければなというふうに思うんですけども、

親切にっていう意味でね。そういう考えはあり

ますか、ちょっとお尋ねいたします。 

○渋谷佐輔議長 多田茂之建設課長。 

○多田茂之建設課長 こちらからその退去時の修

繕料を幾ら幾らためておいてくださいって言う

のもなかなか難しいのですが、毎年所得で家賃

が変わるもんですから、契約の更新とかがあり

ますので、その辺、少しうちのほうからお願い

といいますか、そういったことをぜひ提供して

いきたいなというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 ぜひ、親切っていうこ

とで言って、貯金っていうのは確かに難しい面

があるかもしれないですけども、実際出ていく

ときにはこのぐらいかかるんだということを認

識していただく意味でも、ぜひ一報なり、何か

しゃべっていただければなというふうに思うと

ころでございます。 

 それで、４番目、これは市長にお尋ねしたい

んですが、今後の課題として、利用者が高齢化

していくが、市当局として高齢化対策を考えて

いることがあるかお伺いいたします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 昨年度より市営住宅の長寿命化計画に基づき、

社会資本総合整備交付金の公営住宅等ストック

総合改善事業を行っておりますが、これは屋根

や外壁の修繕及び風呂場のリフォームや水回り

の改善、階段の手すりの設置など、バリアフリ

ー化の対応や、入居者の生活環境の改善を行い

まして、居住性の確保に努めているところでご

ざいます。 

 赤間議員がおっしゃる高齢化対策というのは

何をおっしゃっているのかでございますが、例

えば４階までの建物の階段は大変だからエレベ

ーターをとかっていうことについては、原則難

しいというふうに思っております。 

 なお、今まで建設課長のほうにいろいろ指導

をいただいた部分でございますが、やっぱり担

当課長としての権限っていうのはなかなかない

もんですから、やはり私どもと相談しながら課

題の部分については見直していくということで

ございますので、担当課長だけではなくて、も

し一問一答でそういうことをおっしゃるんであ

りましたら私のほうに振っていただければ、課

長のほうから市長に振ることはできないと思い

ますので、それで同じことを担当課長に同じ答

弁で、ここを直せ、あそこをどうだって言われ

ても、言えることと、なかなか自分の判断だけ

でできないことがあるかと思いますので、そこ

のところはぜひ赤間議員のご判断でお願いでき

ればというように思います。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 全くそのとおりでござ

います。市長からは私が今、聞こうとしていた

ことまで答えていただいたんですけれども、結

局、先ほど課長がおっしゃられたとおり、50歳

から60歳までが32戸、あと61から70までが32戸

ということで、高齢化がこれから進んでいくっ

ていうことで、今のその団地式の住宅っていう

のは高齢者に対しては適さないというのは、や

っぱり市長も今おっしゃられたとおりだと思っ

ております。やはり何か考えていかなければな
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らないというようなことを私は思っております。 

 それでですね、次の質問にもあるんですけれ

ども、これも市長にお答え願いたいんですが、

この現在利用されている長屋式住宅は何戸利用

されているか、利用されていない住宅は何戸あ

るか。昭和40年から昭和47年に建てられた老朽

化しているように見えるが、このままの状態で

利用させるかっていうことについてもお尋ねし

たいんですが、よろしくお願い申し上げます。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私より課長のほうが答弁がふさ

わしいような気もいたしますが…… 

（「市長がしなきゃいけない。するかしないか

は。」という声あり） 

○渋谷佐輔議長 ちょっと冷静にお願いします。 

○内谷重治市長 はい、済みません、長屋式市営

住宅は、お答えいたしますが、４地区に64戸あ

り、36戸が入居中ということでございます。こ

れらについては市営住宅の長寿命化計画に基づ

き、老朽化のため用途廃止を予定しておりまし

て、入居者の募集は行わないようにしておりま

す。既に28戸は政策空き家となっておりまして、

将来は住みかえ誘導策等、円滑な用途廃止の検

討も必要と思われます。 

 私、聞かれてはいないんですが、例えば赤間

議員が最初、質問された、長年入っておられた

方が退去されるときに、そのいろんな傷んだ部

分を直していただくというような、これ、民間

でも同じ約款になっているはずなんですが、や

っぱり課題は敷金の範囲内で普通は済ませるの

が一般的です。ただ、現在は敷金以外に請求さ

れるケースが後を絶たないというのがやはり不

動産のトラブルの大きなものになっているとい

うふうに聞いておりますけれども、今回の赤間

議員がおっしゃった部分も、敷金での範囲内だ

ったら、それは入居される方も納得するのでし

ょうけれども、それの３倍、４倍の請求をされ

たということでの問題ということだと思います

けれども、そもそも市営住宅については住宅政

策として低所得者の方のための住宅提供でござ

いますので、家賃も低く抑えてございます。 

 したがって、市のほうとしては、政策として

市の税金を投入して建設して、安くご利用いた

だいていると。ただ、出る際にその部分が帳消

しになるような高額の退去費用というのはやっ

ぱり問題だと思います。ぜひ私に最初にそうい

ったことを質問していただければ答えられたん

ですが、やっぱりそれは担当課長では答えにく

い部分でございます。指摘、指導されるのはい

いんですが、それから回答を求められると答え

られないと思いますので、そういった場合は私

のほうに言っていただければ、私としては、担

当からはそういうふうに聞いてますけれども、

やはりそれらの対策を考えないと、特に高齢者

の方が退去されるということで、年金で暮らし

ておられる方に数十万円の請求なんていうのは、

これは大変なことでありまして、そういったケ

ースがあった場合は、やはり何らかの対応策を

講じなければならないと考えておりますので、

ぜひその質問の項目の際もですね、ちょっと選

んで私と担当課長のほうに振り分けていただけ

ればと思います。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 ご指導ありがとうござ

いました。今、市長から力強いお言葉を頂戴い

たしまして、ぜひですね、じゃあっつうほどじ

ゃないんですけれども、今、課長にお尋ねした

ことをぜひ市長のほうでご検討いただければな

というふうに思いますので、よろしくお願い申

し上げます。 

 長屋式住宅、その昭和40年から47年までに建

てられたっていうことは、もう50年以上はたっ

ていらっしゃるわけですよね。先日、私のとこ

ろに朝６時ごろ電話が来ましてですね、部屋の

中に蛇がいるというようなことで電話を頂戴し

たんですが、そしたらば、やっぱりネズミの穴
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から蛇が入ってきて、何かもう震えてるんです

ね、そういうおばあちゃんだったんですけども、

そういったことで、このままこの場所に政策的

だから云々じゃなくて、やはり快適な場所に住

ませていただけるような検討なり何かは市長と

してお考えないのかお尋ね申し上げます。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 長屋式住宅については議員おっ

しゃるように、かなり老朽化が進んでおり、や

っぱり住んでおられる方については安い入居費

用ということもあるんでしょうけども、市とし

ては少し気の毒だなというふうに思っておりま

して、したがって、退去されたらそこの住宅は

利用しないというふうなことにしておりますけ

れども、それでいいかというと、やはり今住ん

でおられる方がそういう厳しい環境であるとい

うことであれば、むしろ例えばでございますが、

雇用促進住宅で使わなかった部分のほうがむし

ろずっと環境はいいと思うんですね。 

 私どもも幸町の雇用促進住宅については高く

て買えませんでしたけれども、そういったとこ

ろを利用できればいいんだろうなというふうに

思いますし、なかなか市のほうで新たに建てて

入っていただくということについては、現状と

してはさまざまな事業がめじろ押しでございま

すんで難しいとは思いますけれども、少なくと

もそういう衛生的でないような住宅については、

今後何らかの対応をしなきゃいけないというふ

うに思いますので、再度市営住宅のあり方につ

いて検討しながら対応していかなければならな

いと思いますので、もしそういう状況である場

合は、ぜひ赤間議員のほうからも建設課なり、

その担当なりに現状を見るように指導いただい

て、その対策について緊急的にやるといったこ

とも必要だと思いますので、ご理解をいただき

たいと思います。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 よろしくお願い申し上

げます。 

 その次の質問です。６番目なんですけれども、

取り壊された長屋式住宅の跡地利用を考えてい

るかということを市長にお尋ねしたいと思いま

す。私、先に市長も言われたんですけども、先

に言われてしまったんですけども、この跡地利

用をして、またどうしても高齢者の方が住まわ

れるとなればエレベーターをつけるか、または

そういう平家で長屋式の住宅なんかをまたさら

に建てたほうがいいんでねえかなっていうふう

に私個人的には思ったんですけれども、そうい

うふうな考えはございませんか、その跡地利用

ということで。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 市営住宅というのは国の基準がございまして、

それに満たしていれば補助を受けて建設するこ

とができます。入居される方の条件っていいま

すか、これは所得、あるいは障害をお持ちの方

とか高齢者の方とか、いろんな例がございます

が、基本的には若い世帯ですと、ひとり暮らし

の方は入居できないんですね。一方、お年寄り

の方ですと、ひとりでも入居できると、所得が

低ければということでございます。 

 したがって、生活保護を受けておられる方で

ひとり暮らしの方などは、高齢者であれば入居

できるわけです。市として今後どうするかとい

うことについて、新しく建てて入っていただく

と、これが一番いいというふうに思うんですけ

れども、そのためには多額の工事費用、それで

多くの方がいらっしゃるわけですから、そうす

ると、当然皆さん新しいところに入りたいとい

う要望もあるわけでございますので、今後どう

するか、やはりいろんな課題があるかと思いま

すので、検討してまいりたいと思います。 

 なお、現在、政策空き家などで空き地になっ

ているところについては、やはり市の土地でご

ざいますんで有効活用しなきゃいけないという
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ことで、宅地造成っていいますか、そのまま販

売できるわけですよね。あるいは今後、検討し

ている例えばすみれ学園のような、今、旧清水

保育園を政策的にちょっと借りてお願いしてお

りますが、そういったところを建てるとか、や

はり活用していかなきゃいけないというふうに

思っておりますので、まずよろしくご理解をい

ただきたいということと、あと市営住宅をそれ

を新たに建てるかということについては、全体

の公共施設整備計画の中にも組み入れておりま

せんので、これらについてはちょっと今後、時

間を少しいただいて検討したいと思います。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 わかりました。よろし

くお願い申し上げます。 

 続きまして、大きい２番目の質問に入りたい

と思います。食品ロスについてでございます。

先ほど壇上でも、いろいろ私どもが行っている

ことについて申し上げましたので、初めに、教

育長にお尋ねしたいと思います。教育施設にお

ける学校給食や食育、環境、教育などを通して

食品ロス削減のための啓発を進めるべきと考え

ますが、いかがでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 食品ロス削減に向けた取り組

みをすべきではないかということのご質問でご

ざいますけれども、平成28年、ことしでござい

ますが、３月に農林水産省におきまして第三次

食育推進基本計画、これが策定されてございま

す。平成28年度、今年度から32年度までの５年

間の期間、この基本計画に基づきまして食育に

関する政策が行われてございます。この基本計

画の政策目標の一つとしまして、食品ロス削減

のために何らかの行動をしている国民をふやす

とされまして、その数値目標が平成26年度の現

状値67.4％から平成32年度、80％以上、これを

目標にしているところでございます。 

 議員からご指摘ありましたとおり、現在の日

本が食料の多くを海外に依存しておりまして、

食料自給力の維持、向上が急務となっているわ

けですが、一方では開発途上国を中心に多くの

人々が飢餓や栄養不足で苦しんでいる中で、我

が国では大量の食品廃棄物を発生させまして、

環境に大きな負荷を生じさせていることは事実

でございます。社会全体としまして食品ロスを

減らしていくことは、世界の食料問題や環境問

題にとって重要なことでございますので、学校

教育の中でも食品ロスについて学ぶことは非常

に教育的価値が高いというふうに思います。し

たがいまして、教育現場、学校におきまして食

品ロス削減の啓発に努めてまいりたいというふ

うに考えております。 

 ただ、一方で、食品ロスの問題が学校給食を

残さず食べるということに安易にはつながらな

いようにしていきたいというふうに思います。

学校給食は教育活動の一環、一つでございます

ので、いろいろな食材に触れたり、それからい

ろいろな味に触れるということも、これ貴重な

経験というふうに考えてございます。したがい

まして、子供たちがちょっと苦手な食材、嫌い

な食材などもあえて提供する場合もございます。

そんな場合に子供たちが嗜好に合わないからと

いって残してしまうことも間々あるわけでござ

いますけれども、その場合のある程度の残食に

ついてはやむを得ない。ただ、食品ロス削減に

向けた取り組みの一環としまして残さず食べて

いきましょうということは、これは基本的には

指導してまいりますが、学校給食の中ではその

ような配慮、またアレルギーに対する配慮も必

要だというふうに考えてございますので、それ

らの配慮を行った上で食品ロス削減の教育を進

めていきたいというふうに考えてございます。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 ありがとうございます。 

 給食のことについても私、お尋ねしたいなと

いうふうに思っていたところですが、やはりい
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ろんな面でそういう事情があるということはわ

かりました。大体概略的に１日にどのぐらい残

っているかっていうようなことはおわかりでし

ょうか。もしわかれば。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 それでは、学校給食調理場長

を教育参事が兼ねてございますが、そちらのほ

うに数字をお答え申し上げさせたいというふう

に思います。 

○渋谷佐輔議長 横山賢一教育参事。 

○横山賢一教育参事 昨年度の数字でございます

が、小学校、中学校全体でありますが、おかず

につきましては年平均で４％、ご飯につきまし

ては7.7％の残食があるようでございます。小

学校の部分で申し上げますと、小学校の平均で

27年度でありますが、年平均で3.9％がおかず、

ご飯につきましては7.2％。中学校の平均であ

りますと、おかずが4.6％、ご飯が9.8％という

ふうな残食になっておるようでございます。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 ありがとうございます。

詳しく教えていただきまして、ありがとうござ

います。 

 いろんな事情があるということでございます

ので、この残すのは、これが最低っていうこと

じゃないと思うんですけども、ぜひ日ごろの教

育のほうでよろしくお願い申し上げたいと思い

ます。 

 ２番目の質問に移らせていただきたいと思い

ます。２番目は、家庭における食品在庫の適切

な管理や食材の有効活用の取り組みの推進を市

報などで周知すべきと考えるが、いかがでしょ

うかということを市長にお尋ねいたします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 赤間議員おっしゃるとおりだと

思います。家庭において食品在庫を適切に管理

することや食材の有効活用に取り組むことは、

重要なことと思います。食べ物の大切さを理解

していくことができますし、ごみの削減にもつ

ながります。市報などで周知することも結構か

と思います。 

 ただ、具体的に各家庭でどんなことに取り組

んでもらったらよいかと考えますと、なかなか

よい考えも出てきません。各家庭では長い不景

気での経験から、現在は財布のひもがかたくな

っているんではないかと言われてます。恐らく

赤間議員のおたくでも食べ物を無駄に捨てるこ

とはないと思いますし、食べ切れないほどの食

べ物の贈り物をもらったときでも、ご近所にお

裾分けするなど有効に活用してる実態があるか

と思います。レインボープラン推進協議会や長

井市などの食育のイベントで料理教室を開催し

ておりますが、その教室では食材を余すところ

なく使い切り、参加者から驚かれます。特に齋

藤真知子さんを講師に迎えての料理教室では野

菜スープをつくったのですけれども、普通なら

捨ててしまう皮の部分まで使ってつくるスープ

で、参加者からおいしいと評判でございました。

料理教室は調理室を使う関係で少人数の開催と

なり、地道な取り組みですが、こうした取り組

みを今後も継続していくことが大切だと考えて

おります。市報などの周知についてはぜひ行っ

ていきたいと考えます。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 ありがとうございます。

ぜひそのようによろしくお願いしたいと思いま

す。 

 ３番目でございます。飲食店における飲食店

で残さず食べる運動や持ち帰り運動の展開など、

市民、事業者が一体となった取り組みを進める

ことも重要と考えます。また、各種宴会などで

の会食の際、宴会から30分間とお開きの前の10

分間は食事を楽しむ時間とした30・10運動、こ

れは長野県の松本市でもやっていらっしゃるん

ですけども、推進、取り組みを提言しますが、

どのように考えるか、市長のご意見をお願い申
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し上げます。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 飲食店で残さず食べることは、

食べ物を大切にすることですから、食育の基本

だと思います。ぜひ市民の皆様にも心がけてい

ただきたいと考えます。30・10運動の件などを

ご提言いただきましたけども、山形県内でも南

陽市さんのほうでやはり公明党さんからの30・

10運動の推進ということで、９月議会でこの件

についてのご提言があったと。それで南陽市と

しては市職員や市の外郭団体に声がけをすると

いうことで、実際課長会で呼びかけがあったと

いうことでございます。 

 また、山形市のほうの取り組みなんですが、

12月６日の夕方のＮＨＫの総合テレビで山形市

の30・10運動の紹介があったということでござ

います。山形市の市民団体として、ごみ減量・

もったいないねット山形というのがあるそうで

ございまして、市議会議員も入っていらっしゃ

る会だそうです。このごみの減量に取り組んで

おりまして、マイバッグ運動などの実施ととも

に、ことしは会員の発案で30・10運動に取り組

んでいるということでございます。私もこの

30・10っていうのは赤間議員を初め、議員の皆

さんもそうだと思うんですが、いろんな会合で、

やっぱり我々はどうしても席に着いて食事を楽

しむっていうことはなかなかしにくいと。あい

つは食事ばっかりして、食ってばっかりで全然

つがないと、こういうふうにご指導いただきま

すんで、やっぱりどうしても最初からつぎに回

りますと、いや、食べたいのになと思って、も

ったいないなというふうに思っておりましたん

で、ぜひこれ、30・10運動をしていただくと、

私もますます太りますけれども、大変有効にそ

の料理を、食育の面からもいいんじゃないかと

いうふうに思いますんで、私どももぜひ課長会

を初め各課のほうに管理職を通じて職員には呼

びかけていきたいと思いますし、これを運動と

して議会の皆様とも、ぜひ今度の最終日の懇親

会などもこういったことで、赤間議員からご提

唱いただければ楽しくいけるんじゃないかとい

うふうに思います。ぜひ進めてまいりましょう。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 ありがとうございます。

もう何か、市長がおっしゃられたのは全くその

とおりで、私も身につまされるようなお話で、

いや、まずは恐縮してます。ぜひ恥ずかしがら

ずにですね、やっぱり30・10運動っていうのは

みんなでやっていこうではありませんか。いか

がでしょうか、議長は。あっ、質問ではござい

ませんので、ぜひそのように議会の中でもお取

り計らいいただければというふうに思います。 

 最後になりますが、今回、第30回長井マラソ

ン大会についての質問でございます。昨日は平

議員、きょうは今泉議員と、２人の方がいろい

ろお話しされて、市長、教育長の熱い答弁をお

聞きしたところでございます。私自身、十分理

解しましたので、まずは第１番の今回のマラソ

ン大会の問題について述べることはありますか

っていうのは重々お聞きしましたので、教育長、

何か文章もご用意いただいたんでしょうけれど

も、これはいいことにさせてもらっていいべか。

市長もそのようによろしくお願い申し上げます。 

 やっぱり私はかねてから生涯スポーツ課の担

当者の方にも申し上げておるんですけれども、

罪を憎んで人を憎まずというようなことであり

ますので、市長は先ほどから来年の参加費に対

して考慮をしていきたいというような強いご決

意であるようですので、ぜひこの来年の参加費

はゼロにするような大英断をもって臨んでいた

だきたいと思いますが、これについて市長、ご

意見よろしくお願い申し上げます。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 赤間議員から大変ご理解いただ

いて、ありがたく思います。反省すべきところ

はしっかりと反省して、二度とこういった事態
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が起こらないように、再発防止はもちろんでご

ざいますが、信頼回復に向けてさまざまな取り

組みを行っていきたいと思います。 

 なお、今年度の参加料の返金というのは、や

はり適切ではないというふうに考えますので、

これはご容赦いただいて、次年度の参加費用に

つきまして、特に登録をされている97名の方の

減免を中心に、いろいろ検討してまいりたいと

思いますので、よろしくご理解賜りたいと思い

ます。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間 広議員。 

○１０番 赤間 広議員 よろしくお願い申し上

げます。 

 やっぱり思いは私も初め、この通告書を出し

たのも先月の28日ごろでしたんで、それからま

た時間もたってますんで、今の考えが少し若干

変わってきてるっていうこともございましたの

で、そのようなふうに質問させていただいたと

ころでございます。やはり私が一番思うのは、

県外から来られた、北海道、九州からも来られ

たんだということをお聞きしたとき、本当にご

苦労さまでしたというか、本当に申しわけない

なというふうに強く思ったところでございます。

そういうことで、今回質問をさせていただくよ

うにしたわけでございますが、今、市長から来

年のことについてしっかりと善処していくとい

うようなお話がございましたので、これをもっ

て私の質問を終わらせていただきたいと思いま

す。ありがとうございました。 

○渋谷佐輔議長 以上で一般質問は全部終了いた

しました。 

 

 

   散     会 

 

 

○渋谷佐輔議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ３時００分 散会 


